
ごあいさつ

　前年度のご報告をお届け致します。

　ご笑覧戴き、ご意見等を賜われば幸甚に存じます。

　数年来、当院の存在意義につき再考してきた。３０数年前開設時、新設の中小

民間病院には入外含め紹介は僅かしか無かったが、当時のスタッフは意欲に燃え

救急車も殆ど断らずに対応、諸指標は右肩上がりを継続、様々な問題を抱え乍ら

も相応の成績を上げ、関連施設も増え、地域に於ける一定のご評価は戴いたが、

自身の舵取りの未熟さもあり、所謂大企業病の蔓延、一体感の欠落が表在化した。

２０００年の介護保険創設が示す高齢患者の増加は医療提供体制の変革を求め、

当院の地域に於ける役割にも変化が生じ、近年その傾向は益々顕著で、更に少子・

超高齢化に加え人口減が現実味を帯び進行、その後老齢人口も減少局面に入る事

が間近に迫っている。

　一昨年から述べて来た様に、「やりたい医療から求められる医療へのシフト」は生

残りの為の必須の条件で、地域に於ける自院の役割を明確化する事は唯一の存在

基盤となり得るが、現状は更に厳しい環境下にある。職員諸氏の頑張りにより、

コロナ禍の大幅な落ち込みから諸指標は改善し増収傾向だが、経済環境の急激な

変化には追いつけず、物価高、人件費増、人手不足による損失は確実に減益を齎

し、他の民間病院同様収支は赤字に転落、回復もままならない状態に陥っている。

公的病院の様な繰入金や補助金等の補填は一切無く、自力でこの難局を乗り越え

なければならない。

　当院の強みは何か、地域は何を求めているか、それに呼応するには何をどの様

に変革すべきか、再度原点に回帰し自身の提供する医療を再点検して「求められる

医療」への脱皮をすべき時であり、これらは待ったなしのミッションと考えるべき

であろう。

職員諸氏のご理解、ご協力、奮起を願うものである。

皆様の忌憚ないご意見、ご指導、ご協力をお願い致します。

� 理事長 山本　 登
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ISO9001：2015
登録証番号 JQA-QMA14243

2017年10月27日認証取得

ピンクリボン運動を
応援します

開設理念開設理念

良質で信頼される高度医療の提供

安心と思いやり

病院の使命：ミッション病院の使命：ミッション

質の高い急性期医療を通して地域社会に貢献する。

病院ビジョン病院ビジョン

更に良い病院へ

病院の基本方針病院の基本方針

菊名記念病院は急性期医療を提供する病院である。

菊名記念病院は患者の安全を最優先に考える。

菊名記念病院は誰からも信頼される病院であり続ける。

菊名記念病院は地域医療の発展に貢献する。

菊名記念病院は最新でより良い医療を提供するために研鑚を怠らない。

菊名記念病院は働き易い職場でなければならない。

ISO9001:2015
認証取得病院

ＪＱＡ－ＱＭＡ14243
ピンクリボン運動
を応援します。

日本医療機能評価機構
認定病院 (3rdGVer.1.1) ISO9001:2015

認証取得病院

ＪＱＡ－ＱＭＡ14243
ピンクリボン運動
を応援します。

日本医療機能評価機構
認定病院 (3rdGVer.1.1)

ISO9001:2015
認証取得病院

ＪＱＡ－ＱＭＡ14243
ピンクリボン運動
を応援します。

日本医療機能評価機構
認定病院 (3rdGVer.1.1)

日本医療機能評価機構
2022年1月4日更新

（一般病院2機能種別版評価項目3rdG:Ver2.0）

日本医療機能評価機構
認定第GB185-5号
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院長あいさつ

本年も当院の年報誌をお届けできることを大
変うれしく思います。日頃より地域の皆さま、
ならびに関係機関の皆さまからの温かいご理解
とご支援を賜り、職員一同心より御礼申し上げ
ます。

当院は218床の急性期病院として、地域の医
療の最前線を担っております。院内にはICU、
SCUなどのユニットを有し、各診療科が協力し
あい、医師のみならず多職種で一つのチームと
して医療体制を構築しています。救急領域とし
ては外科・内科に留まらず、循環器科・脳外科
においては24時間体制で専門医師が常駐してお
り、タイムリーな専門医療が昼夜を問わず提供
可能です。2024年度はSCUを12床へ増設し、
脳卒中への対応もさらに充実させました。

依然として新型コロナウイルス感染症の影響
や季節性インフルエンザの流行など、医療提供
体制に大きな負荷がかかる一年でしたが、職員
一人ひとりの努力と協力により、救急医療・手術・
内科外科の診療、さらにはリハビリテーション
まで、切れ目のない医療を継続して提供するこ
とができました。
「良質で信頼される高度医療の提供」と「安心

と思いやり」を柱に、病院機能の充実も図るべ
く、電子カルテのデジタルリフトへの変更と生
成AI・医療用スマホ・RPAの導入を進め、業務
の効率化を開始、今なお専門職が本来の業務に

専従できるよう取り組みを継続しています。さ
らに教育を通じて人材育成を強化し、若手から
ベテランまでが成長できる環境づくりを推進し
てゆきます。

また、地域医療の一翼を担うため、在宅医療
機関や介護施設との連携をより一層深め、病院
単独ではなく「地域全体で支える医療」を実現す
ることが、私たちの重要な使命であると考えて
おります。

医療を取り巻く環境は、人口減少や高齢化、
医療従事者の働き方改革など、大きな転換点を
迎えております。当院にとっても、持続可能な
医療提供体制をいかに築いていくかが喫緊の課
題です。そのために、患者さま・ご家族の方の
声を大切にし、透明性・安全性の高い医療、地
域に信頼される病院づくりを継続してまいり 
ます。

最後になりましたが、日々ご協力いただいて
いる地域の皆さま、関係機関、そして病院を支
えてくれている職員に改めて感謝申し上げます。
これからも「地域に選ばれ、信頼される病院」を
目指し、一歩一歩着実に歩みを進めてまいりま
す。本誌が当院の取り組みを知っていただく 
一助となれば幸いです。

今後とも変わらぬご支援・ご指導のほど、何
卒よろしくお願い申し上げます。

院 長

石崎　律子
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副院長あいさつ

2024年4月より、副病院長を拝命いたしました藤岡洋成と申
します。

菊名記念病院は心血管疾患・脳血管疾患に対する急性期治療を
行う地域中核病院としての役割を担いながら、35年間もの長き
に渡り、休むことなく診療を継続して参りました。その一方で、
この間に凄まじい勢いで増加してきた疾患にがん（悪性新生物）が
あります。がんは本邦において昭和56年より死因の第一位とな
ってから、現在でも年間38万人もの方の死因となっており、計
算上、日本人の3人に1人が癌で亡くなっているということにな
ります。私は当院で白血病や悪性リンパ腫などの血液内科の専門
診療を主に行っておりますが、当院では血液がんの他にも胃がん、
大腸がん、乳がん、脳腫瘍、腎臓がん、前立腺がんなどの手術や
化学療法等のがん診療の更なる拡充を通じて、地域の患者さまへ
の貢献をしていきたいと考えております。

また、その他当院は昨年度から継続中の働き方改革にも通ずる
新たな試みとして、院内でのタスクシフトや業務の効率化を目標
に人工知能であるAIやRPA（Robotic Process Automation）
などの最先端技術を導入し、医療DXにも注力をし、従業員にと
っても働きやすく、やりがいのある職場作りを目指しております。

今後とも変わらぬご指導の程を、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

副院長

藤岡　洋成
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令和６年度（2024年度） 病院目標

病院の使命 質の高い急性期医療を通して地域社会に貢献する

ビ ジ ョ ン 更に良い病院へ

経営 安定経営 利益率 +1.0%/月（空床補助なし）～+1.7％（空床補助あり）

安全
Level Ⅲb以上のアクシデント 件数　24件/年以下（過去４年間実績から）（未達繰越）

インシデント・アクシデントレポート数 4,800件/年＝400件/月以上　医局より20件/月

信頼 紹介数 800人/月　　

診療

病床稼働率 95%以上 

病床稼働数 207床以上

新規入院患者数 600人/月　　
7,200人/年（救急車2,880人/予定1,920人/緊急2,400人）

平均在院日数 10.0日

外来受診患者数 270人/日　

救急車搬送受け入れ数 600台/月　（入院率40％）　7200台/年　
（600台×0.4＝240人/月入院　2880人/年）

手術件数
（含：内視鏡手術+カテーテル手術）
急性期充実加算の算定維持

315件/月　手術室180件/月　カテ60件/月（カテ室稼働
90件/月）　内視鏡手術75件/月（内視鏡室稼働300件/月）　
全身麻酔125件/月、悪性腫瘍手術25件/月、腹腔鏡下手
術25件/月

診療報酬対応　収入増への挑戦 加算チャレンジ　落穂ひろい作戦　保険外での収入増案
件の増加

検診＋人間ドック 800件/月（1,000万円/月）の達成と維持　渉外活動（10件
以上/年）

労働
環境

時間外労働時間 平均的残業時間　11時間/月以内+働き方改革関連法によ
る改定就業規則の遵守

勤務環境改善
勤務環境改善により、『各部署従事者を惹きつけられる医
療機関となり「医療の質」を向上させ、患者の満足度も向
上させる』工夫。（マネジメントレビューで報告）

医師の働き方改革への対応 勤務時間と自己研鑽時間の分離、その正確な測定。勤務
内容の再構築。

生産性 業務の効率化 各部署で最低１種の「改善活動」の取り組み（マネジメント
レビューで報告）

研鑽 外部/内部研修 学会、研究会等への参加、発表。論文作成（マネジメント
レビューで報告）。
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